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プロジェクトの概要

「具体的な状況設定」から出発する
日本語ライティング教材の開発

（国立国語研究所：機関拠点型基幹研究プロジェクト，2016-2019 年度）

日本語教育におけるこれまでのライティング教材は，初級では「既習の文型や語彙を定着させ

る」ための作文が主であり，「学習者が実際に書く/打つ状況」を視野に入れたものはほとん

ど見られない。中級以上では，学術論文やビジネスメールなどが扱われるようになるが，そこ

での学習項目は，教材作成者や教師によって経験的に設定されたものであり，「何を書かなけ

ればいけないのか」「どのような支援を必要としているのか」といった，学習者のニーズに即し

たものではない。また，現実のコミュニケーションにおけるライティングは，IT技術の発達や

インフラ整備などにより，「手で書く」から「キーボードやタッチパネルで打つ」に移行している。

これからのライティング教材は，このような現状も踏まえてデザインされるべきであろう。

本研究では，「『具体的な状況設定』から出発する日本語学習のためのライティング教材の開

発」を目的とする。「状況設定」「必要なスキル」「学習者が抱える困難点」に関する３つの実

態調査の成果を踏まえて教材を作成することにより，現行教材が抱える問題点を克服する。

また，ウェブ教材の特性を最大限に生かすことにより，練習の形態，改訂の可変性，利便性

といった面においても，紙媒体の教科書の限界を克服することができる。
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	第一回	公開研究会

	第二回	公開研究会

開催日時：平成 29年2月12日 （14:00～17:00） 
開催場所：国立国語研究所  講堂

プログラム

基調講演 「なぜ『具体的な状況設定』から出発するのか」
 小林 ミナ（早稲田大学）

研究発表１ 「コミュニケーションの文脈依存性と日本語学習教材における問題
   ―LINEにおける誘いへの断りに関する学習者の経験から―」
 中井 好男（同志社大学）

研究発表２ 「『具体的な状況設定』に基づく産出スキルとはどのようなものか
   ―SNSに投稿された料理写真のコメント分析を例に―」
 松田 真希子（金沢大学）

研究発表３ 「書く/打つ言語生活の実態調査
   ―『具体的な状況』を『設定』するための調査デザイン―」
 舩橋 瑞貴（群馬大学）

開催日時：平成 30年1月18日 （14:00～17:00） 
開催場所：国立国語研究所  講堂

プログラム

基調講演 「文字コミュニケーションと状況」
 定延 利之（京都大学）

研究発表１ 「書く/打つ言語生活の実態調査―調査デザインと予備調査報告―」
 千石 昂（早稲田大学大学院生）・日野 純子（帝京大学）・舩橋 瑞貴（群馬大学）

研究発表２ 「『書く』言語的スキルとは
   ―LINEによる待ち合わせ場面の分析から―」
 副田 恵理子（藤女子大学）・大和 えり子（ロイヤルメルボルン工科大学ベトナム校）

研究発表３ 「複言語・複文化社会における日本語使用者のライティングプロセス
   ―サンパウロとブラジリア在住の日系人を例にして―」
 向井 裕樹（ブラジリア大学）・松田 真希子（金沢大学）

活動の記録
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	第三回	公開研究会
開催日時：平成 30年10月6日 （14:00～17:00） 
開催場所：国立国語研究所  講堂

プログラム

基調講演 「日本語コミュニケーションを状況という視点から考える」
 森山 卓郎（早稲田大学）

パネル 「国内外の日本語生活を概観する：『書く/打つ』に注目して」
 発題者：舩橋 瑞貴（群馬大学）

 発題者：日野 純子（帝京大学）

 発題者：小林 ミナ（早稲田大学）

 コメンテーター：森山 卓郎（早稲田大学）

メンバー

伊藤 晶子（ナンヤン理工大学）

太田 悠紀子（上智大学）

岡田 祥平（新潟大学）

小川 結莉（一般企業）

河内 美和（明新日本語学校）

小林 ミナ（早稲田大学）

櫻井 直子（ルーヴェン大学）

定延 利之（京都大学）

千石 昂（タマサート大学）

副田 恵理子（藤女子大学）

高槻 美陽（イーストウェスト日本語学校）

冨永 祐子（早稲田大学大学院生）

中井 好男（同志社大学）

中根 幸子（早稲田大学大学院生）

丹生 麻子（スバル学院 本巣校）

野田 尚史（国立国語研究所）

日野 純子（帝京大学）

藤井 清美（金沢工業大学）

藤田 百子（早稲田大学）

舩橋 瑞貴（群馬大学）

マルチェッラ・マリオッティ（ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学）

松田 真希子（金沢大学）

松田 佳子（元大阪大学）

宮崎 聡子（長崎外国語大学）

向井 裕樹（ブラジリア大学）

森山 卓郎（早稲田大学）

大和 えり子（ロイヤルメルボルン工科大学）

吉松 眞弓（早稲田大学大学院生）
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パネルセッション概要

本パネルは留学生の就職支援のあり方ついて考えます。キャリア教育専門家，キャリア日本語科目担
当者，就職活動における日本語スキルの研究者など留学生の就活支援に携わる様々な立場の方々に加
え，日本での就活を経験し現在日本で働く元留学生にもご登壇いただき，留学生の就職活動において
何が問題となっているのか，どのようなスキルが求められているのかについて，多角的に議論します。

現在，私たちの言語生活には様々なタイプのSNSが浸透しています。本パネルでは，各種あるSNSに
おける日本語使用を把握し，「打つ」言語行動の諸相を捉えます。具体的にはTwitter，Facebook，
LINE，ニコニコ動画を取り上げ，学習者が自力で打てるようになるためのライティング教材開発の可能
性をさぐります。

パネル1	「留学生の就職活動に必要な日本語スキルとは」 （10:10-12:00）

パネル2	「『打つ』言語行動におけるSNSの使用実態と教材化の可能性」 （14:40-16:30）

司会：副田 恵理子（藤女子大学）

司会：冨永 祐子（早稲田大学大学院生）

趣旨説明

趣旨説明

「日本式就活の特異性と現状」
森 吉弘（帝京大学）

「Twitterへの投稿の実態―教材化の可能性と必要性を考えるために―」  
岡田 祥平（新潟大学）

「キャリア支援課との協働による日本語授業の実践」
宮崎 聡子（長崎外国語大学）

「Facebookポストのメディア特性と日本語―産出支援に向けて―」
松田 真希子（金沢大学）

「留学生の就活メールとその印象評定」
日野 純子（帝京大学）

「LINEコミュニケーション能力の変化―留学生の縦断的調査から―」
副田 恵理子（藤女子大学）・太田 悠紀子（上智大学）

「留学生としての就活の問題点を振り返る」
賈 佳琳（JLL日本）

「ニコニコ動画のゲーム実況への参加過程における日本語学習者の言語行動」 
中井 好男（同志社大学）

ディスカッション

ディスカッション

10:10-10:15

14:40-14:45

10:15-10:35

14:45-15:05

10:35-10:55

15:05-15:25

10:55-11:15

15:25-15:45

11:15-11:35

15:45-16:05

11:35-12:00

16:05-16:30
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パネルセッション要旨

留学生が日本で働くためには，いくつかの特殊事情を理解し，それに合った行動を取らなければならない。

・新卒一括採用（通年採用ではなく，特定の時期に一斉に選考が行われる）

・性格重視（スキルよりも，性格の強みが重視される傾向にある）

・終身雇用・年功序列制度（まだまだ転職や能力主義が根付いていない）

これらの母国とは違う慣習や状況に留学生は戸惑う。また，選考も日本語が主で行われたり，日本人と同

じような筆記試験を課されたりする。その結果，日本で就職を希望する留学生の３割程度しか日系企業

に就職できていない現状があると考えている。履歴書に要点をまとめて書く，かつ，面接で自分のことを

手短に具体的にきちんと伝えることはかなりの日本語力が必要である。日系企業は，日本語力が高い，イ

コール，活躍できそうな人材だと判断する傾向にもある。人材不足に陥っている日本では，このミスマッチ

の改善を早急にしなければならない。どうしたら改善できるのか，私自身が26年就職活動に向き合い10

年以上留学生を指導してきた経験からお伝えしたい。

発表者の勤務校では，2015年度より，学部留学生対象の「キャリア日本語」科目において，キャリア支援

課職員との協働による授業を行っている。具体的には，学期中に２回，キャリア支援課職員が授業者とな

り，就職活動の流れや企業研究の方法についての情報提供，履歴書作成や面接の実践的な指導を行って

いる。学期前の授業計画の段階から，学生のニーズ及び支援課が必要と考える課題を共有し，職員の担

当回の前後を導入やフィードバックに当て連続性を持たせ，授業後のコメントシートの内容を次回に反映さ

せるようにした。このような実践のメリットとして，（１）教員と職員が互いの知識を相互補完しながら指導

できること，（２）授業が留学生と職員の接点となり，留学生がキャリア支援課の本来のサポート業務を受

けやすくなることなどが挙げられる。2018年度は，日本語教員養成課程の就活経験がある日本人学生にＴ

Ａとして参加してもらうことで，さらに協働の範囲を広げられ，学生の満足度の向上につながった。

日本式就活の特異性と現状

森 吉弘（帝京大学）

キャリア支援課との協働による日本語授業の実践

宮崎 聡子（長崎外国語大学）

パネル1  「留学生の就職活動に必要な日本語スキルとは」
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留学生の就職活動にとって不可欠である企業とのメールでのやりとり（以下就活メール）には，どのような

具体的な状況があり，どんな打つスキルが求められているのか，またそれを受け取る企業側はどのような印

象を受けるのかについて発表する。2015年５月から2016年11月の期間に日本人５名・留学生３名が打っ

た就活メール79通を分析したところ，就職活動の進展に伴う，インターンシップ，会社・工場見学，面接

などの10の具体的な状況が取り出された。留学生特有の状況には外国人の募集の有無を問い合わせた

り，日本語や英語の運用能力について伝えるものがあった。また，一つの状況下でも異なった書き方や打

ち方のスキルにバリエーションが見られた。上記79通のメールのうち，代表的な19通（日本人９通，留学

生10通）を企業の人事関係者２名に印象評定をしてもらった。留学生には日本語表現の問題だけでなく，

丁寧さや謙虚さを大切としながらも，マニュアル的なお礼や謝礼だけでなく，具体性のある内容を表して自

己アピールすることの重要性が指摘された。二つの調査から個別の状況下において適切な自己表現を可

能とするような教材の必要性が示唆された。

本発表では，留学生の立場で日本で就職活動を行い，日系企業に就職し，さらにその後外資系企業に転

職した経験を通して感じたこと，気がついたことを述べたい。特に，

１. 就職活動をしていた時に難しいと感じた点（日本独特の就職活動文化や企業研究，企業に関する情

報収集など）

２.日系企業・外資系企業両方で働いた経験から，その違いと，それぞれで留学生が働く際に必要だと

感じる点

についてお話したい。また，これらの経験を踏まえ，留学生の就職活動を支援する際に何が必要であるの

か提言したい。

留学生の就活メールとその印象評定

日野 純子（帝京大学）

留学生としての就活の問題点を振り返る

賈 佳琳（JLL日本）
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日本語研究の世界では，Twitterを「音声言語を文字化した」「話し言葉と書き言葉の中間形態」（石黒

2014），「話し言葉的書き言葉を伝えるメディア」（荻野2017）と見なす傾向があるようである。しかし，岡田・

西川（2016）で考察したとおり，実態はそれほど単純ではない。本発表では，日本語学習者が Twitterを

利用する際に必要となる「書ける/打てる」能力とは何か，また，日本語学習者が Twitterを利用するために

どのような教材が必要になるのか（さらには，そもそもそのような教材が必要なのか）という点について考え

る「きっかけ」として，以下の二つの話題を提供したい。

１. 近年，日本語研究の世界でも使用されるようになってきた「打ちことば」という用語（田中2014など）

の再検討

２. Twitterに投稿される日本語文章の性格（岡田・西川2016に基づく）

Facebookは約20 億人が利用する世界最大のSNSで，日本語学習者の日本語産出ニーズも一定程

度存在するメディアである。Facebookはその公共性と私的性から特有のメディア特性を有している。

Facebookは多様な属性のユーザーとの間でのやりとりを集団間で共有しており，通常であれば適用さ

れるコミュニケーションコードの規制が弱まり，多様な産出と多様な解釈を可能とするメトロリンガルな場

（Pennycook and Otsuji 2010）である。その一方で読まれたくない他者の視点等による表現規制があり，

そのことが日本語産出に影響を与えている一面がある。本研究では，母語で十分にFacebookを利用して

いる初級，中級，上級日本語学習者のFacebook産出に関するインタビュー調査を行った。その結果，対

象者との関係性，周辺の読者への配慮，話題によって，言語の選択，内容の選択，表現，ポストタイミン

グ等，様 な々産出調整を行っていることが明らかになった。これらの調査結果を受け，SNSの産出支援に

向けてどういった支援が求められるかについて報告する。

Twitterへの投稿の実態
―教材化の可能性と必要性を考えるために―

岡田 祥平（新潟大学）

Facebookポストのメディア特性と日本語
―産出支援に向けて―

松田 真希子（金沢大学）

パネル2  「『打つ』言語行動におけるSNSの使用実態と教材化の可能性」
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本発表では，留学生の１年間のLINEでのやり取りを縦断的に調査・分析し，どのような変化が見られた

のかを考察する。日本の大学に留学している８名の中上級・上級日本語学習者とそのチューターのLINE

での１年間のやり取りの画像を分析対象とした。そして，そのやり取りの中で特に日本語学習者の書き込

みに焦点を当て，表記・文法・表現等の言語形式面，絵文字・記号・スタンプといった非言語的側面，

談話的側面，内容面でどのような変化があったのかを分析した。その結果，文末表現，絵文字・スタンプ

の使い方，応答表現に変化が見られた。この結果をふまえ，LINEコミュニケーションにどのようなスキル

が求められ，LINEでのやり取りを通してそのスキルをどのように習得しているのかを明らかにしたい。また，

そのスキル習得のためにどのような教材が必要であるのかを検討したい。

本発表では，香港出身の日本語学習者Aさんがニコニコ動画を用いて進めてきた日本語学習を取り上げ

る。ニコニコ動画はアニメやゲームなどの動画を共有するだけではなく，生放送というストリーミングの機

能も有している。Aさんは，ゲーム攻略に関する動画やゲーム実況の生放送のリスナーとして，また，実況

者としての参加を通して日本語を習得してきた。画像情報や文字情報，Google翻訳を用いて動画やコメ

ントを理解し，他のリスナーのやり方を模倣する形で自身の思いを表したコメントを打つなど，Aさんは様々

な情報やリソースを駆使しながら日本語の受容と産出を行っている。ニコニコ動画は，自身の目的・日本

語レベルに合った動画や生放送が見られるだけではなく，日本語使用者としてのモデルも存在するバー

チャルなセルフアクセスラーニングスペースとして機能しており，この機能の分析を通して今後のライティン

グ教材のあり方や可能性について検討する。

LINEコミュニケーション能力の変化
―留学生の縦断的調査から―

副田 恵理子（藤女子大学）
太田 悠紀子（上智大学）

ニコニコ動画のゲーム実況への参加過程における
日本語学習者の言語行動

中井 好男（同志社大学）
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ポスター発表概要

■前半 （12:30-13:30）

ポスター1

ポスター2

ポスター3

ポスター4

ポスター5

ポスター6

ポスター7

ポスター8

「LINEで具体的な相手の状況を知る
 ―伝えたいことを適切に伝える『セカンドトーク』を事例に―」

「状況から出発する『書く・打つコミュニケーション』」

「外的場面の変化に対する主体の場面認識とコミュニケーション行為の一考察
  ―日本語のビジネスメールの事例から―」

「SNSが創発することばの学び
 ～情況のAuthenticityとリソース性について～」

「電子カルテから情報を収集し課題を完成させるライティング教材」

「日本語学習者は，いつどのような状況で漢字を『書く/打つ』のか」

「『状況から出発する日本語教育』実践者の思考及び視点の変化」

「『状況から出発する』教育実践は教師に何を求めるか」

吉松 眞弓（早稲田大学大学院生）

彭 苗（早稲田大学大学院生）・山村 美紀子（早稲田大学大学院生）

平松 友紀（早稲田大学大学院生）

齋藤 智美（早稲田大学）

加藤 林太郎（国際医療福祉大学）・山元 一晃（国際医療福祉大学）・浅川 翔子（国際医療福祉大学）

藤田 百子（早稲田大学）・冨永 祐子（早稲田大学大学院生）

橋本 愛子（早稲田大学大学院生）

小林 ミナ（早稲田大学）
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■後半 （13:30-14:30）

ポスター9

ポスター10

ポスター11

ポスター12

ポスター13

ポスター14

ポスター15

「定式化により発話ターンをどう組織化するか―話題転換の手続き―」

「『状況』から出発する教育実践において言語コミュニケーションと
 非言語コミュニケーション双方を取り込む重要性」

「語彙・文法が聞き取れることが真の優れた聴解力か？
 ―聴解プロセスにおけるストラテジー運用分析から―」

「学習者による多読のための読み物作成の意義
 ―初級後半クラスでの実践から―」

「学習者は何を助けにして語彙を理解するか
 ―『辞書』作りの実践から―」

「ビジネス文書における『さて』と『早速ですが』の使われ方について」

「『状況から出発する』教育実践が文法研究にもたらすもの」

木野 緑（早稲田大学）

宮内 健太郎（早稲田大学大学院生）・向井 大樹（早稲田大学大学院生）

小川 結莉（元・早稲田大学大学院生）

山岸 愛美（東京国際大学）・秋田 美帆（東京国際大学）

白井 友恵（早稲田大学大学院生）・高槻 美陽（イーストウエスト日本語学校）

加藤 恵梨（大手前大学）

小林 ミナ（早稲田大学）



12

ポスター発表要旨

大学院の教育実習科目において，初級日本語の授業実践を行った。この授業は「状況から出発する日本語」

をコンセプトに行われ，学習者からのニーズ調査を参考にしながら，コースデザインを行う。そこで，SNS

の１つであるLINEを取り上げ，授業を行った。相手から送られてきた短いトーク（以下「ファーストトーク」）

に対し，短いトーク（以下「セカンドトーク」）を返信するという教室活動を行った。「ファーストトーク」は，

実習生が提示した。例えば，「ランチ，できる？」「今日，休講だって」「傘，忘れてるよ」に対して，学習者は「セ

カンドトーク」を返信するという活動を行ったところ，表現を選んだり，文を作ったりする以前に「ファースト

トーク」の意味を具体的な状況において理解すること自体が難しいことがわかった。本発表では，日本語

学習者が「ファーストトーク」から相手が伝えたい状況を理解し，自身の伝えたいことを適切に返答するた

めには何が必要かを考察する。

初級レベルの日本語学習者を対象に，「メールの件名」「メールの内容」「SNSのコメント」「ラインのやり取り」

をテーマとして「状況」から出発する教育実践を行った。それぞれ，受け手や相手との関係性によって具体

的にどのように書くかに重点を置いて指導を行った。更に，言語的な表現だけでなく，従来の教科書には

扱っているものが少ない，「…」「～」「（笑）」「！！」など，状況によって伝わる情報が異なる非言語的表現も

提示し，実際のコミュニケーションに必要とされる，同じ表現を場面によって使い分けるという指導を試み

た。現在は，メディアの浸透により，直接会話することよりも，「書く・打つ」の非対面コミュニケーション

が留学生にも増えているので，言語表現と非言語的表現を合わせて教えるべきだろう。そのため，この発

表では「書く・打つコミュニケーション」に関する項目に，従来の日本語教育で副次的なものとして扱われ

てきた非言語的表現を加える必要性があるということに重点をおいて明示する。

LINEで具体的な相手の状況を知る
―伝えたいことを適切に伝える「セカンドトーク」を事例に―

吉松 眞弓（早稲田大学大学院生）

状況から出発する「書く・打つコミュニケーション」

彭 苗（早稲田大学大学院生）
山村 美紀子（早稲田大学大学院生）

ポスター1

ポスター2
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本研究では，日本語教育におけるコミュニケーション教育を考えていくことを視野に入れ，コミュニケーショ

ン主体の場面認識を考察するための試みとしてメールによる事例調査を行った。調査協力者二人組のペ

アによるメール作成調査，インタビュー調査である。メールを含む業務の全般を日本語により行うビジネス

従事者，その経験者を対象とし，状況設定タスクに基づく，メールによる一連のやりとりを依頼した。調

査協力者は，20 代～60 代の７組14名である。タスクは，「打ち合わせの日程調整」などの三つである。

調査においてタスクに変更事項を追加することにより，設定したビジネスという場や送り手・受け手の関

係など「ある程度固定的な『外的場面』」に変化を加え，主体の認識としての「内的場面」の様相を捉える

試みを行った。メールの分析は，ジャンル分析を用いた。本発表では，設定を其々のビジネス場面と重ね

合わせ捉えた調査協力者の場面認識と，それに基づくメールによる表現行為，理解行為の様相を明らか

にする。その結果明らかとなったメールの一連の展開にみえた共通点などを，メール文と調査協力者の語

りとともに提示し詳細を捉えていく。

「書く」コミュニケーションにおいて，SNSは気軽に，文字のみならず写真や絵文字等でも伝えられること

から，もはや生活の一部となっている。本実践は，クラスメンバー間が SNS上でやりとりし，１週間ごとに

その内容を教室で取り上げる一連の活動である。これに対する学生の評価から，学びのリソースについて

考察する。SNS上では投稿し返信を読み，必要に応じて意味や用法を調べ，伝えたいこと書いているが，

言いたいことをどう表わすかわからない時，他者の表現によって気づきが起こったり，内容に興味がないと

思われた投稿に対しても，他者のコメントの仕方を見て，自らも何か書きたくなるということも見られた。こ

れは互いが互いの言葉のリソースとなっていると言えるが，ここには伝えたい内容が先にあり，それを伝え

ようとする情況のAuthenticityが通底していると考えられる。また，伝えるという目的を達成しようとする

ときに，形式にとらわれずに書けるというSNSならではの特徴も作用しているであろう。

外的場面の変化に対する主体の場面認識と
コミュニケーション行為の一考察
―日本語のビジネスメールの事例から―

平松 友紀（早稲田大学大学院生）

SNSが創発することばの学び
―情況のAuthenticityとリソース性について―

齋藤 智美（早稲田大学）

ポスター3

ポスター4
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看護学科の実習において学生が記入を要するタスクでは，集めた情報を特定の様式にふさわしい形式で

書き込むことが求められる。その際学部で学ぶ留学生は，多くの能力を問われる。そこで発表者は，看護

学部での学びを支援する実習に即した教材を，留学生を主要な対象として資料に点在する情報を集め，ま

とめる作業は，看護分野の知識に加え，多くの言語処理能力が必要なため，留学生にとっては一層の困難

が予想される。教材内で学習者は，看護学科の教員が作成した架空の電子カルテやインタビューを基に，

情報の取捨選択をしながら課題を完成させていく。それに並行し，患者情報を記録する場合に必要な表

現などの解説，その練習，さらに患者情報シートに実際に記入する課末課題を用意し，無理なく学習がで

きるよう工夫している。

インターネットの発達，スマートフォンの普及を背景に，手で「書く」機会は，減少し，手で「書く」という

言語行動から「打つ」言語行動に変わってきている。このような状況の中，漢字の学習方法，学習の困

難点も変化しているものと考えられる。そこで，本発表では，まず，日本語学習者がどのような状況で漢

字を「書く」または「打つ」のか，どのような目的で漢字を学習しているのかの実態調査の結果を提示する。

そしてその結果を通して，日本語学習者が漢字を「書く」または「打つ」状況や学習困難点の実態を反映

した教材開発の可能性を探る。本調査では，漢字学習の目的及び使用実態を高等教育機関，中上級レ

ベル「漢字」クラスの受講生を対象に質問紙調査を実施した。その結果，手書きで「書く」状況は，教

室外では「申込書」授業では「教師が作成したワークシート」「試験」以外は見られず，非常に限定的で

あることが分かった。

電子カルテから情報を収集し課題を完成させるライティング教材

加藤 林太郎（国際医療福祉大学）
山元 一晃（国際医療福祉大学）
浅川 翔子（国際医療福祉大学）

日本語学習者は，いつどのような状況で漢字を「書く/打つ」のか

藤田 百子（早稲田大学）
冨永 祐子（早稲田大学大学院生）

ポスター5

ポスター6
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本発表では，従来の日本語教育に長く携わってきた教師が，「状況から出発する日本語教育」の実践を通

し，学習者や授業に対する思考及び視点に変化が現れる可能性について述べたい。発表者はこれまで，

従来の文型・表現（機能）を出発とした日本語教育方法による授業を８年以上行ってきた。当時も「学習

者の需要に合わせた授業を」という意識はあったが，その意識の根底には，学習者は日本語での生活に

おいて困難な状況にあり，それを解決するにはどのような文型・表現が必要なのかを考え指導する，とい

う思考及び視点があった。このような思考・視点を持つ教師である発表者は「状況から出発する日本語教育」

の実践を通し，「状況から出発する」という意味を理解していく中で，改めて自分の中の無意識で根拠のな

い思い込みや，教室で学ぶ日本語と学習者が触れる実際の日本語との違いに気づくようになった。発表者

の内省を一事例として，教師の思想・視点がどのように変化していくのかを発表する。

発表者は，これまで数年間にわたって「状況から出発する」日本語授業を，初級レベルで行ってきた。そし

て，同時にこの日本語授業は，大学院での教育実習科目でもあり，大学院生が教壇実習を行う現場でも

あった。本発表では，筆者のフィールドノートに記録された「教壇実習を行った大学院生の振り返り」「それ

に対する他院生からの意見および議論」「授業担当者である筆者からのコメント」をデータとして用い，「状

況から出発する」教育実践が実習生である大学院生にどのような学びをもたらしたか，また，「状況から出

発する」教育実践を行うためには，日本語教師に何が求められるかを考察する。

「状況から出発する日本語教育」実践者の思考及び視点の変化

橋本 愛子（早稲田大学大学院生）

「状況から出発する」教育実践は教師に何を求めるか

小林 ミナ（早稲田大学）

ポスター7

ポスター8
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本稿は，進行中の会話において話者らが話題を転換させたい状況で，どのように新しい話題を自発話に

導入しているのか，発話ターンに注目しながらその手法について明らかにする。話題を終了させる一つの方

法として要約・評価が挙げられるが，これは相手話者の同意があってはじめて目標を達成することができ

る。また，相手話者からの制約なく自発話のターン内に新しい話題を埋め込む手法として制度的場面にお

ける定式化(formulation)や再定式化(reformulation)が英語会話において報告されているが，このような

定式化による話題転換は日本語の自然会話においても観察されることがわかった。ターン冒頭に前ターン

に対応する要素のトークンや接続マーカーなどが置かれ，定式化された発話には先の話題要素も埋め込ま

れており，シークエンスを中断せずに話題転換が達成されている。話者らは完全に新しい話題を開始する

のか，あるいは関連話題を提示して相互行為の中で展開していくのか，という判断をしながら会話を調整

し進めているということを示唆したい。

留学生を対象に「話しかけられた時の日本語」「仲良くなる日本語」「軽い日本語・重い日本語」をテーマと

して「状況」から出発する教育実践を行った。それぞれ，話しかけられた時に応じる表現，日本語母語話

者や留学生同士が日本語で「仲良くなる」ための表現，「軽い」話をする際と「重い」話をする際に見られる

表現の違いに重点を置いて指導を行った。教案作成に際しては，教室外において日本語学習者がいつど

のような「状況」で日本語を使う必要があるのかについて想像力を働かせることが求められた。そして，こ

れらを指導する際には，言語コミュニケーションと非言語コミュニケーション双方を組み合わせた指導が

重要であり，従来の日本語教育では重視されてこなかったあいづちやジェスチャー，表情などの要素も指

導内容に包含する必要があることが分かった。本発表では，こうした言語コミュニケーションと非言語コ

ミュニケーション双方を取り込む重要性を特に明示したい。

定式化により発話ターンをどう組織化するか
―話題転換の手続き―

木野 緑 (早稲田大学)

「状況」から出発する教育実践において言語コミュニケーションと
非言語コミュニケーション双方を取り込む重要性

宮内 健太郎（早稲田大学大学院生）
向井 大樹（早稲田大学大学院生）

ポスター9

ポスター10
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本研究では，聴解において音声言語情報以外の要素の重要性を主張する。現行の日本語教育の聴解で

は，文字化できる音声情報を聞くことばかりに重点が置かれている。しかし，目的にかなった聴解とは音

声言語情報のみならず，非言語情報や世界的知識を状況に応じ組み合わせて行う活動ではないだろう

か。調査では，TVニュースを事例とし，調査協力者に何をどのように理解したのかを語ってもらったデー

タから聴解プロセスの実態を明らかにすることを試みた。その結果，聞き手が音声情報の言語，視覚情

報の言語と視覚情報の非言語のような文脈内情報に加え，世界的知識を複雑に組み合わせながら理解し

ていることが可視化された。ストラテジーのリスト化に留まらないこれらの結果を基に，現行の日本語教育

の聴解教育が聞き手の世界的知識を過小評価し，語彙・文法力と聴解力の連動ばかりに注目してきた点

において，認識を変える必要があることを述べる。

近年，多読は日本語教育において広がりを見せ，初級レベルでも効果的であると報告されている。そこで，

2018年度春学期に初級後半クラスにおいて多読を実践したが，読み物の不足や回を重ねることによる慣

れから，学習者の間に意欲低下，読み物への不満が見られるようになった。そこで，学習者自身に多読の

ための読み物を作成させる試みを行った。これは，自分が読みたいと感じ，かつ辞書などを使わずに読

むことができる読み物を作成し，クラスメイトと読み合うというものである。この試みにより，多読へのモ

チベーションの向上だけでなく，読み手が明らかな状況で，自らが書きたいことを書くというライティングが

可能になると考えたためである。本発表ではこの実践の流れ，学生の様子や反応，その成果物について

報告し，本実践の意義を多読とライティングの両面から考察し，明らかにする。

語彙・文法が聞き取れることが真の優れた聴解力か？
―聴解プロセスにおけるストラテジー運用分析から―

小川 結莉 (早稲田大学大学院修了生)

学習者による多読のための読み物作成の意義
―初級後半クラスでの実践から―

山岸 愛美（東京国際大学）
秋田 美帆（東京国際大学）

ポスター11

ポスター12
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本発表では，１人ひとりの学習者が「自分が使いたい/学びたい日本語」を自ら獲得することを目指した授

業実践を取り上げる。日本国内の私立大学の日本語センターで開講された初級の日本語授業において，

「辞書作り」の活動を行った。学習者は「意味を知りたかったが辞書で探せなかった語」を選び，意味を様々

なリソースを駆使して調べた。辞書には見出し語ごとに品詞・対訳・例文の欄を設けた。完成した辞書

における記述に着目し，学習者が新しい語彙を理解する際，何を助けに理解しようとしているかについて

考察した。結果として，以下４つの特徴が抽出された。①共起語を利用して理解する。②対訳と，それ

に対応する例文で理解する。③会話文を示し，その状況の中から理解する。④図を用い，イメージで理

解する。このことから，学習者は，既存の知識，母語や第二言語，状況，イメージなど様 な々情報を用い

て新しい語彙を理解していることが窺える。

「さて」は話題の転換を表す接続詞である。先行研究では，これまでのことについては一応のくぎりがつ

いたという気持ちから，新たに次の話題を持ち出す場合に「さて」が用いられると言われている。しかし，

ビジネス文書において「さて」はそのような使われ方以外の使われ方もしている。よって，本研究では，ビ

ジネス文書において「さて」がどのように使われているのかを調査・分析し，さらに「さて」と同様に次の話

題を持ち出す際に使われる「早速ですが」とどのように使われ方が異なるのかを明らかにする。分析の結果，

ビジネス文書において「さて」は書き手側のお願いを切りだす際や，書き手側に非があり，そのことについ

て説明をはじめる際に使われることが多いことが分かった。一方の「早速ですが」は相手からの受注を断

るというように，相手からの照会に早急に応える場合に多く使われている。さらに，抗議状の場合には「さて」

や「早速ですが」という前置きもなく，単刀直入に用件を切りだしているということが分かった。

学習者は何を助けにして語彙を理解するか
―「辞書」作りの実践から―

白井 友恵（早稲田大学大学院生）
高槻 美陽（イーストウエスト日本語学校）

ビジネス文書における「さて」と「早速ですが」の
使われ方について

加藤 恵梨（大手前大学）

ポスター13

ポスター14
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本発表では，１人ひとりの学習者が「自分が使いたい/学びたい日本語」を自ら獲得することを目指した授

業実践を取り上げる。日本国内の私立大学の日本語センターで開講された初級の日本語授業において，

「辞書作り」の活動を行った。学習者は「意味を知りたかったが辞書で探せなかった語」を選び，意味を様々

なリソースを駆使して調べた。辞書には見出し語ごとに品詞・対訳・例文の欄を設けた。完成した辞書

における記述に着目し，学習者が新しい語彙を理解する際，何を助けに理解しようとしているかについて

考察した。結果として，以下４つの特徴が抽出された。①共起語を利用して理解する。②対訳と，それ

に対応する例文で理解する。③会話文を示し，その状況の中から理解する。④図を用い，イメージで理

解する。このことから，学習者は，既存の知識，母語や第二言語，状況，イメージなど様 な々情報を用い

て新しい語彙を理解していることが窺える。

「状況から出発する」教育実践が文法研究にもたらすもの

小林 ミナ（早稲田大学大学院日本語教育研究科）

ポスター15



馬場下町

早大正門

3a,	3b出口

2出口

コンビニエンス
ストア

早稲田キャンパス
26号館	3階
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会場アクセス

最寄り駅・バス停留所

●JR山手線・西武新宿線（高田馬場駅  徒歩20分）

●地下鉄東京メトロ東西線（早稲田駅  徒歩5分）

●地下鉄東京メトロ副都心線（西早稲田駅  徒歩17分）

●都営バス 最寄停留所  早大正門
 高田馬場駅《学02＝10分》→早大正門



21

皆さまへ

【参加者の皆さまへ】
● 参加費は無料です。参加の事前登録も必要ありません。お気軽にご参加ください。

● 研究会当日，本予稿集の配布，および，本研究会からのWifi環境の提供はありません。
お手数ですが，事前にダウンロードのうえ，デバイスへの保存データ，プリントアウト原稿
等，閲覧できる形で各自ご持参いただけますようご準備ください。

● 会場内は，録音および撮影禁止です。ただし，主催者が記録用として，会場の様子の写
真撮影，ホームページ等への掲載を行う場合がございますので，あらかじめご了承くださ
い。写真撮影，ホームページ等への掲載に不都合がある場合には，会場にて撮影者のそ
の旨をお知らせください。

● 12：00～14：30に302教室を休憩室として開放しますので,適宜ご利用ください。

● 会場内は禁煙です。「早大正門」バス停留所に屋外喫煙所があります。

【発表者の皆さまへ】
※以下に採択通知の際にお送りした注意事項を再掲しております。いま一度，ご確認をお願いいたします。

● ポスターの掲示は発表者で適宜行っていただきます。会場担当者の指示に従ってください。

● 発表前に会場担当者と簡単な打ち合わせをしていただきます。会場の受付付近に，12：
20にお集まりください。

● 12：20の時点で発表者の到着が確認できない場合には，発表を中止していただく場合が
ございますのでご注意ください。

● ポスターは，A0版が縦置きで収まるスペースを用意します。掲示のための画鋲，テープ等
の文具類は，主催者が準備いたしますので，必ずそれをご使用ください。

● 掲示するポスター，配布資料，パソコンなどの電子機器はご自身でご持参のうえ，会場に
お越しください（電子機器の使用は，予め申請があったものに限ります）。会場に事前送
付することはできません。また，会場内でのコピー等もできかねますのでご注意ください。
なお，当日の配付資料がある場合は，会場担当者に必ず１部を提出してください。

● 発表時における，自著等の広報・宣伝活動はお控えください。

ご不明の点は，主催者までお問い合わせください。

問い合せ先　E-mail: jokyodog@gmail.com


